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１．取り組みの背景
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はじめに

企業をとりまく経済・社会環境が大きく変化する中で、価値を創造し、市場において必要とされ続けるための変革
の取組としてデジタルトランスフォーメーション（DX）の有用性は広く知られるようになりました。

その中でデジタル人材の育成については、企業内での取組が徐々に進みつつあるものの、DXの進展に伴う人材
需要の高まりに追いついていないというのが現状であり、リスキリングによる企業内人材の活用や職種転換への
期待も高まっています。

そのような中､2022年末から始まったChatGPTの流行を始めとする生成AIの登場により、企業・産業において生成
AIを利用し、様々な業務変革や事業変革が実現可能となってきています。またこれまで必ずしもデジタル技術を上
手く利用できていなかった企業も、その遅れを生成AI等の利用で取り戻すそうとする動きも現れています。

生成AIを有効に活用していくことのできる人材を貴社の社員様並びに関連する人材で投与することにより貴社にお
きましても事業範囲の拡大や未来的展望に繋がる取り組みを促進させてさせるべく本サービスがお役に立てる一
助となれば幸いです。
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DXの活用領域

生成AIを活用することで、従来AIが適用しづらかった領域も含めて様々な業態・業務変革が実現可能となります。
さらにその活用領域は多岐にわたっております。

出典：経済産業省「第9回デジタル時代の人材政策に関する検討会
デジタル／生成AI時代に求められる人材育成のあり方」
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日本企業を取り巻く現状

企業におけるIoT・AI等の
システム・サービスの導入状況

企業におけるIoT・AI等の
システム・サービスの導入効果

デジタル人材の確保に向けた取組状況
（AI・データ解析の専門家）

社内の既存人材の配置転換や育成 31.7%

採用（新規・中途両方を含む） 21.6%

コンサルタントなどの社外の専門家との契約 17.3%

関連会社からの異動・移籍・出向 11.3%

その他 0%

わからない 20.4%

何も取り組んでいない 18.3%

日本企業におけるAI導入割合はかなり低い状況です。導入による効果が一定程度見られているのにも関わらず
導入率が低い理由としては、人材育成の啓蒙と人材確保がなされてないことが挙げられます。

（出典）総務省「通信利用動向調査」 出典：総務省（2023）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及び
デジタル活用の動向に関する調査研究」
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日本企業の生成AIを取り巻く現状

出典：独立行政法人情報処理推進機構「DX動向2024」（2024）

中小企業の生成AI利用率

大企業の生成AI利用率

１３.４ ％

７１.７％

生産性向上のために
学習が必須
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２．DX人材育成カリキュラム
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広瀬安彦 氏

株式会社野村総合研究所（現）
未来創発センター
雇用・生活研究室 エキスパート研究員

経歴
慶応義塾大学文学部卒

青山学院大学
社会情報学研究科にて博士前期課程

北海道大学大学院
国際広報メディア・観光学院にて博士後期課程を修了。博士（国際広報メディア）。

大日本印刷株式会社を経て2001年に株式会社野村総合研究所に入社。（現）
専門は雇用・生活者研究、データサイエンティストの育成、インターネットによる広報戦略、M-GTA

（Modified Grounded Theory Approach）を用いた質的研究。

明星大学経営学部非常勤講師。（現）

日本生産性本部経営アカデミー講師。（現）

DX人材育成に向けた教育講座の監修

広瀬安彦著



DX人材育成に向けた２つの指針

出典：独立行政法人情報処理推進機構 , 経済産業省「デジタルスキル標準 ver.1.2」（2024）
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講座概要

対象者：新人・若手・中堅・管理職
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進捗確認画面

BrightLeapのLMS（学種管理システム）では、受講者の進捗管理状況が確認できます
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進捗確認期間の選択

管理者ID・PASS入力

受講者の学習進捗確認画面
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講座内容

DXリテラシー標準

DX推進スキル標準

受講ターゲット 対象階層 ： 新人・若手・中堅・管理職

学習目標 本件は、「デジタルスキル標準」に完全に対応することによって、社員ひと
りひとりがDXに関わることができ、更には企業全体でDXを推進できるよう
になることを目的としています。

学習時間 約12時間

期間 2ヶ月

受講費用 33万円（税込）／人

貴社の業態に応じて講座をご用意することが可能です。



３．運営会社
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運営会社概要
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E-ラーニング講座
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